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外来患者の保健福祉サービスに対する認知度とその関連要因

大学病院における調査から

トウメ マサヨ

当目 雅代
ウエノ ノリコ

上野 範子
ニシダ ナオコ

西田 直子
タナカ ミナコ

田中美奈子
アサノ ヒロアキ

浅野 弘明

　外来患者の保健福祉サービスに対する認知度とその関連要因に関する基礎的資料を得る目的で，

1997年3月に京都市内のK医科大学付属病院において，外来患者を対象に，自記式・無記名に

よるアンケート調査を実施した。調査用紙は4,000枚配布し，3,755枚を回収した（回収率，

93.9％）。本報では，付き添い者を除外し，20歳以上で性別が判明していて，さらに保健福祉サ

ービス13項目すべてに回答した2,161人（57.5％）を解析対象にした。

　なお，保健福祉サービス13項目をその内容により「在宅福祉サービス関連項目群：7項目」と，

「公費負担制度関連項目群：6項目」の2群に分類し，「1.知らない」～「4.だいたい知っている」

の4段階で回答を求めた。数量化分析Ⅲ類を用いて，その第1尺度得点を認知尺度とした。次に

認知度に関連する要因を検討する目的で，認知尺度を目的変数に，性別，年齢，居住地，世帯構

成，受診科，入院経験の有無，在宅での介護意識を説明変数にして数量化分析Ⅰ類を行った。

　2群とも性別と年齢の影響が最も大きくなっていた。性別と年齢以外では，在宅福祉サービス

関連項目群では，受診科と在宅での介護意識が，公費負担制度関連項目群では，受診科と入院経

験が比較的大きな影響を示していた。カテゴリー別にみた場合，在宅福祉サービス関連項目群で

は，認知度を低くする要因は，老年内科，脳神経外科，20歳代，在宅で介護してほしいかどうか

わからない，男性であり，認知度を高くする要因は，女性，60歳代，70歳以上，京都府内，婦人

科などであった。一方公費負担制度関連項目群では，認知度を低くする要因は，精神科，20歳

代，皮膚科，入院経験なし，男性などであり，認知度を高くする要因は，外科，複数科受診，60

歳代，女性，整形外科などであった。
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